
事前評価個表

整理番号 72

地域（地区）名 山口地域 事 業 名 森林環境保全整備事業
やまぐち

計画策定主体 山口県 対 象 市 町 村 山口市ほか4市町

事業実施期間 H23 ～ H27（５年間） 事業実施主体 市町、森林組合等

事業の概要・目
的 本地区の民有林森林面積は114千ha、人工林面積は46千haで民有林人工林率は40％である。

北部地域は、県下でも有数の農林業地域である阿東地区、重源上人の東大寺再建用の用材献
木で知られる徳地地区、カルスト台地の良質な土壌を背景に成立した美秋林業地域など、まと
まった人工林が存在し、佐波川をはじめとする河川上流域にもあたるため、木材生産と水源涵
養等の公益的機能の両面から、森林管理を適切に行う必要がある。
南部地域は、温暖・少雨の瀬戸内海気候であり、林業地はないが、地質は概して花崗岩等の

せき悪地が多く、平成21年７月中国・九州北部豪雨では、防府市を中心に大きな豪雨災害が発
生した。また、自然植生として広く存在するアカマツが松くい虫被害を受けており、植栽によ
る樹種転換も含めた適切な森林管理を行い、土砂災害等に強い森林づくりを進める必要があ
る。

当地域のスギ・ヒノキ人工林のピークは10～11齢級と充実してきているが、木材価格の低迷
による林業採算性の悪化や森林所有者の高齢化等により、間伐等の施業が実施されない状況が
見られ、木材生産のみならず水源の保全や山地災害の防止など、森林の持つ公益的機能の低下
が懸念されている。

このため、本計画では、森林施業の集約化を推進し，利用間伐等の効率的な実施により、木
材生産量の増大を目指す。また、手入れ不足の人工林における間伐等の森林整備の着実な実施
により，森林の多面的機能を高度に維持・発揮させる。

また、農山漁村地域整備交付金事業と連携し、地域内の森林整備を図る。

事業内容・事業 森林整備：5,580ha
費 人工造林、樹下植栽等、下刈り、枝打ち、除伐、間伐、森林作業道等

総事業費：1,419,168千円

費用対効果分析 B/C ＝ 5.07
結果 （総便益(B)＝28,358,517千円、総費用(C)＝5,592,252千円）

評価結果
必要性：森林の持つ公益的機能の高度発揮の観点から事業実施の必要性は高い。

効率性：投下する費用を上回る効果が見込まれることから、事業の効率性が認められる。

有効性：健全な森林整備によって、水源かん養・国土保全等の公益的機能の確保に有効であ
る。

本計画では、森林の多面的機能を発揮するために必要な森林整備が適切に計画されている。
また、効率性、有効性も認められることから、森林環境保全整備事業計画として実施するこ

とが適当である。



整理番号 72

事業名：森林環境保全整備事業 山口県
地域名：山口 （単位：千円）
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